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３．事業の実施状況 

 

事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 13 院内保育所支援事業 
【総事業費】 
1,516,936 千円 

事業の対象

となる区域 県全域 

事業の期間 平成 26 年４月１日～令和２年３月 31 日 

□継続 ／ ☑終了 

事業の目標 
子どもを持つ医師・看護職員等が子育てをしながら働き続けることので

きる環境づくりのため、病院内保育所の整備及び運営を図り、離職防止及

び再就業を促進し、看護職員等を確保することを目標とする。 

事業の達成

状況 

平成 26 年度においては、 

・保育施設を運営する医療機関に対し運営費の支援（120 施設）を行うこ

とにより、子どもを持つ医師・看護職員等が子育てをしながら働き続け

られる環境整備を進めた。 
平成 27 年度においては、 

・保育施設を運営する医療機関に対し運営費の支援（121 施設）を行った。 

令和元年度においては、 

・保育施設を運営する医療機関に対し運営費の支援（114 施設）を行った

が、そのうちの 85,798 円分について 26 年度計画分基金を充当した。 

事業の有効

性と効率性 

（１）事業の有効性 
院内保育所の設置、運営に対する支援により、看護職員等の保育サポー

トを行い、子どもを持つ看護職員等が安心して業務に従事できる勤務環境

を整備することで、離職防止及び再就業を促進し、地域医療の充実を図る。 
 

（２）事業の効率性 
受益者負担（保育料収入相当額）控除後の設置者負担額の範囲内におい

て補助し、効率的に実施をしている。 

その他  
 


